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2011 年 9 月 4 日から 9 日までの 5 日間、国立国語研究所の合同調査で宮古島の 9 地点の
文法調査を実施した。調査地点は保良、砂川、宮国、与那覇、来間、久貝、狩俣、池間、国
仲である。調査項目は、沖縄言語研究センターが 1982 年に作成した『琉球列島の言語の研





















たが調査した島尻1（2011 年 12 月 10 日）、久貝2（2012 年 3 月 3 日）、狩俣3（2011 年 8 月
15 日、16 日）の資料も使用する。島尻の文法調査はまったく新たに追加されたものである。
                                                   
1 話者は島尻生抜きの I.S 氏。男性。昭和 12 年 5 月 6 日生。 
2 話者は久貝生抜きの Y.K 氏。男性。大正 15 年 12 月 23 日生。 
3 話者は狩俣生抜きの N.Y 氏。女性。大正 15 年 12 月 15 日生。 
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幹と語尾の境界には kak-e:のように「-」を、語幹と助辞の境界には nudi=kara のように｢=｣
を挿入する。 
 








tu-iN  （取る） 
jun-uN （読む） 
表 1 沖縄島那覇市首里方言 
 








tu-N  （取る） 
jum-iN （読む） 
表 2 今帰仁村謝名方言 
 
表 3 にみるように、あるいは本永守靖 1977 などがのべるように、宮古語の動詞の語幹には
現代日本語（以下、日本語）の音便語幹、北琉球諸語の連用語幹などを設定する必要はなく、
















































日本語の弱変化のうち、語幹が 1 音節で語幹末が母音 i になる mi-ru（見る）、ki-ru（着
る）、ni-ru（煮る）などの動詞は、古代中央日本語（以下、古代語）でも弱変化だが、語幹





















強変化 行く ik-anai ik-e iQ-ta ik-u ik-u 
死ぬ ɕin-anai ɕin-e ɕiN-da ɕin-u ɕin-u 
弱変化 起きる oki-nai oki-ro oki-ta ok-iru ok-iru 






強変化 書く ik-adzu ik-e ik-itari ik-u ik-u 
混合 a 死ぬ ɕin-adzu ɕin-e ɕini-tari ɕin-u ɕin-uru 
混合 b 起きる oki-dzu oki-jo oki-tari ok-u ok-uru 
弱変化 見る mi-dzu mi-jo mi-tari mi-ru mi-ru 
表 4 日本語の動詞活用タイプ 
 
島尻方言、狩俣方言、久貝方言では古代語の弱変化の否定形だけでなく、古代語の混合変




1) ki:ju juɾuɡaɕɕa:mai n:ta: utiɴ．（木を揺らしても実は落ちない。）狩俣 
2) baja: umanna uɾiŋ．（私はここでは降りない。）久貝 
 
いっぽう、保良方言、宮国方言、来間方言などでは、古代語の弱変化、混合変化に対応す














3) vvaɡa tuz ̩zuba smaɾi fi:ɾu．（おまえが鶏を縛ってくれ。）保良 
4) utu ̥tʰa sudaŋkaija ka:ssuba fu:ŋ．（弟は兄には菓子はくれない。）保良 
5) kunu fsu ̥zza azumaka ̥ɾʲa numi mi:ɾu．（この薬は甘いから飲んでみろ。）保良 
6) uja: ja:kju:juba: mju:ŋ．（いつも私は弟に菓子をくれる。）保良 
 
7) ɡumiu umaŋkai sï ̥tiɾu．（ゴミをそこに捨てろ。）宮国 
8) mma: fz:fznu kïnnumai sï ̥tuŋ．（祖母は古い着物も捨てない。）宮国 
9) unu ma:zzu kumaŋkai kiɾi fi:ɾu．（その毬をここに蹴ってくれ。）宮国 
10) o ̝tʰu ̥too aʣaŋ koosuba ɸu:ŋ．（弟は兄に菓子をくれない。）宮国 
 
11) vvaŋa tuzzuba: smaɾi/sɿmaɾi fi:ɾo．（おまえが鶏を縛ってくれ。）来間 





用形があらわれる。否定形の語尾に uŋ、u:ŋ を有する動詞は混合変化で、iŋ、i:ŋ を有する
動詞が弱変化で、aŋ、a:ŋを有する動詞は強変化である。 
 





強変化 書く ik-aŋ ik-i 
ik-sta: ik-s ik-s 
死ぬ sn-aŋ sn-i sn-ta sn sn 
混合 起きる uk-uŋ uki-ɾu 
uki-ta: uki uki-z 





強変化 書く ik-aŋ ik-i ik-staz ik-s ik-s 
 
弱変化 
死ぬ sni-ŋ sni-ɾu sn-ta sni-z sni-z 
起きる uki-ŋ uki-ɾu uki-taz uki-z uki-z 
見る mi:-ŋ mi:-ɾu mi:-taz mi:-z mi:-z 
















13) uja: ʨiŋkzɡa bazkaiba imkaija ikaʑaŋ． 
（父は天気が悪いから、海へは行かない。）宮国 
14) ameno tho ̥kja:nna pukaŋkai nimottʦɯ idasaʥa:ŋ． 
（雨のときには外には荷物を出さない。）宮国 





uki-n のように分析され、弱変化の母音語幹に語尾 n が後接しているとみることのできる。
un は、混合変化に対応する動詞にあらわれる。命令形が母音語幹に語尾 ru を後接させる形
式であり、否定形は、強変化型の子音語幹に語尾-un の後接した uk-un と分析できる。活用
形全体をみると、否定形の語尾に-un のあらわれる動詞は混合変化である。 
参考として調査でえられた命令形もあげる。強変化型の命令形は、子音でおわる基本語幹





















































































































































































































                                                   
9 okiNni:の ni:は、終助詞か。 
10 本永守靖（1973）によると、宮古語西里方言の snan（死なない）などは強変化型の活用形だ
が、sniru（死ね）や sniriba（死ねば）など弱変化型の活用形である。また、狩俣が 2011 年 11
月に行なった旧上野村野原方言の調査（話者：N.Y 氏。男性。昭和 18 年生）で動作・変化が限



















16) tunaznna imma mi:ŋ（隣には 犬は いない）。島尻方言 




tai、tazɿ があらわれる。日本語や北琉球諸語にみられる強変化の語尾にふくまれる t の有声
音化がみられないのである。宮古語には tuzɿ（鳥）、pazɿ（針）などの単語にみられる ri＞i
の音韻変化と、piru＞pizɿ（大蒜）、saru＞sazɿ（申）にみられる ru＞z の音韻変化があるの













































強変化／asɿ ̥pʰɿta:（遊んだ）、u:ɡʒ:ta:（泳いだ）、iksta:/ikɿ ̥ta:（行った）、utu ̥sta:（落と






















不規則変化／ksta:/kɿ ̥sɿ ̥ta:（来た）、kuɡɿdu sɿ ̥ta:（漕ぎゾした）、ʋ:dusɿta:（売りゾした）、







強変化／tubz ̩taz ̩/tubz ̩taɿ（飛んだ）、aspɿtaɿ（遊んだ）、numutaɿ11（飲んだ）、kudztaɿ（漕
いだ）、iʦtaɿ（行った）、piɿtaɿ/piᶻɿtaɿ（行った）、utu ̥staz ̩/utu ̥staɿ（落とした）、idastaɿ
（出した）、puztaɿ（掘った）、sɿmaɿtaɿ/smaztaɿ（縛った）、f ̩f ̩taɿ（降った）、ʦs ̩taɿ/ʦs ̩taz ̩
（切った）、muroːtaɿ（貰った）、uːtaɿ（売った）、foːtaɿ（食った）、koːtaɿ（買った）、
aɾoːtaɿ（洗った）、bʲuːtaɿ（酔った）、／kiz ̩taz/kiz ̩taɿ（蹴った）、 












                                                   











































































強変化／Nɡital（̩行った）、pʲal ̩tal（̩行った）、kaʋtal（̩被った）、ɸum ̩tal（̩履いた）、nivtal ̩
（眠った）、sɿNtal ̩（死んだ）、 
混合変化／ɕime ̝tal ̩（閉じた）、okital ̩（起きた）、 
                                                   


















宮古語の強変化の k 語幹動詞、g 語幹動詞のイ音便も、b 語幹動詞の撥音便も、t 語幹動詞、
r 語幹動詞の促音便もみられない。北琉球諸語にみられる s 語幹動詞のイ音便もみられない。
m 語幹動詞のばあい、語尾頭母音 i の音消失はみられるが、撥音便はみられない。そして、
北琉球諸語の強変化の脱落音便もみられない。宮古語のばあい、音便語幹を設定する必要は
ないことがわかる。 
おもろさうしの b 語幹動詞、m 語幹動詞のばあい、語幹末子音とシテ中止形の語尾 ite の
頭母音 i が脱落し、語尾 t が有声音化したデ de に変化している。tsu-de つで＜tsuNde つん
で＜tsum-ite つみて（積んで）。era-de えらで＜eraNde えらんで＜erab-ite えらびて（選
んで）。語幹と語尾の境界の音節 mi、bi が融合して撥音 N に変化し語尾の t を有声音化さ
せたのち脱落したものと推定される。mi＞N、bi＞N の変化は口蓋音化が発生するまえにお
きている。 
r 語幹動詞のばあい、語幹末子音と語尾頭母音が脱落している。語幹末子音 r とシテ中止
形の語尾 ite の頭母音 i が脱落しているが、語尾 t の有声音化はみられない。ino-te いのて＜
inoQte いのって＜inor-ite いのりて（祈って）。口蓋音化が発生するまえに語尾頭母音 i の
脱落して促音が発生した、のちに促音も脱落したとみられる。 
語幹末子音が w のばあい語幹末子音と語尾頭母音が融合して u 音便化して、さらに脱落し
ている。古代語ハ行子音の p の語中での摩擦音化、有声音化、唇音退化（ハ行転呼音）とウ
音便化がおきたものとかんがえる。wara-te わらて＜waraute わらうて＜waraw-ite わらひ
て（笑って）。ri＞Q の変化も wi＞u の変化も口蓋音化が発生するまえにおきている。 
k 語幹動詞、s 語幹動詞、g 語幹動詞のばあい、語幹末子音の消失と語尾頭母音 i 脱落し語
尾頭子音 t が口蓋化した tɕ に変化している。da-tɕe だちぇ＜da-itɕe だいちぇ＜dak-ite だき
て（抱いて）。wata-tɕe わたちぇ＜wata-itɕe わたいちぇ＜wataɕ-ite わたして（渡して）。
ko-dʑe こじぇ＜ko-idʑe こいじぇ＜kog-ite こぎて（漕いで）。語幹末子音の脱落した脱落音
便がみられる。なお、g のばあい語尾頭子音が有声音化してジェ dʑe に変化しているのは、
イ音便化のまえに有声音化していたためである。 






ake-te あけて（開けて）。なお、語幹末母音が i になる動詞は、i の影響をうけて語尾にふ

































を特定出来ない。宮古語強変化の m 語幹動詞、s 語幹動詞、t 語幹動詞、r 語幹動詞は、古代
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語幹動詞、g 語幹動詞、＊w 語幹動詞のあらわれかたをみる。 
 




＊asubu に由来する tuʋ と aɕu:があらわれている。 
 













４．２．３ k 語幹動詞 
k 語幹動詞の過去形は、「行った」が調査票にあがっている。どの地点にもシ中止形＊iki
がみられるが、狩俣、池間は、シ中止形由来形式のほかに、ス終止形あるいはスル連体形＊iku







































狩俣方言、池間方言以外の下位方言では b 語幹動詞、g 語幹動詞、k 語幹動詞にシ中止形
があらわれるのに対して、狩俣方言、池間方言では、シ中止形とス終止形（あるいはスル連


































18) pa ̥tume: ta ̥kame: tubz ̩（鳩も鷹も飛ぶ）。（来間） 
19) ta ̥kanudu tubz ̩（鷹が飛ぶ）。（来間） 
20) sarumai ki:kara utɕi．（猿も木から落ちる。）（保良） 
21) m:na umandu uri．（みんなそこに降りる。）（保良） 
22) maznudu ama:tta ari uz15．（米がたくさん有っている。）（島尻） 
23) ssuznu arittɕi taskari: uz．（薬があって助かっている。）（島尻） 
                                                   
14 かりまたしげひさ（2011）でも焦点化助辞の有無が終止形の活用形を支配していないこ
とをのべている。 









由来形式である。sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）は強変化のシ中止形由来形式、あるいはスル連体形由来
形式である。 
 
強変化／tubz（飛ぶ）、asɿ ̥psɿ ̥～asɿ ̥bɿ ̥（遊ぶ）、kugz（漕ぐ）、iks（行く）、piz（行く）、
utus～utusɿ（落とす）、idasɿ（出す）、mutsɿ（持つ）、num（飲む）、puzɿ（̥掘る）、fʋ ̩z
（降る）、ksɿ:（切る）、ftts（縛って）、smaz（縛る）、kʰaʋ（買う）、fɔʋ（食べる）、aɾɔʋ
（洗う）、bju:（酔う）、kaʋ ̩～kaf ̩（被る）、fʋ ̩:（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、vvɿ ̥
（売る）、sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）、／kiz ̩（蹴る）、ksɿ:（着る）、bzɿ:（坐る）、 
混合変化／stɕi（捨てる）、uri（降りる）、utɕi（落ちる）、ffi:（呉れる）、uki（起きる）、
／mi:（見る）、i:（得る）、 



















                                                   
16 得られた語形からは＊kogoru、あるいは＊kogori が推定される。 
17 sɿmaɾi は「縛れ」か。 
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18 sï ̥ciu は「捨てている」か。 
19 uɾiɾu は「降りろ」か。 
20 aspi は「遊べ」か。 
21 idaɕe:は「出せ（命令形）」か。 
22 smaɿ か。 
91
かりまたしげひさ「宮古語の動詞活用－代表形、否定形、過去形、中止形－」 
（洗う）、bʲu:（酔う）、／kiz ̩/kiɿ（蹴る）、／  































う）、kav（被る）、ff/ffʋ ̩（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、bz:（坐る）、 
弱変化／stɕiz（捨てる）、uriz/uri（降りる）、utɕiz（落ちる）、ffi:z（呉れる）、zʑiz（得
る）、ukiz（起きる）、sniz（死ぬ）、／mi:z（見る）、ss（着る）、 
不規則／ss（来る）、ss（する）、az（有る）、uz ̩（居る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、  
92
消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古方言調査報告書 







































                                                   











強変化／kaʋ ̩（被る）、al ̩（言う）、sɿN（死ぬ）、ʦɿ:/ʦɿ:i（着る）、bɿ:/biʑi/bɿzɿ（坐る）、 
弱変化／okil ̩/okil ̩li（起きる）、ɕimiʥi（閉める）、／mi:ʥi（見る）、 



















































24) ki:nu  ʋa:gun nu:ri n:to: utaɕi fi:ru．（木の上に登って実を落としてくれ。）狩俣 
25) tuzzu smari kagoŋkai iʑiru．（鶏を縛って籠に入れろ。）狩俣 
26) taʋkʲaːɕidu f ̩nʲuː kuɡi kstaː（一人で舟を漕いできた。）保良 
27) kiːn nuːɾiː naz ̩zu utu ̥ɕi ̥ fiːɾu．（木に登って実を落としてくれ。）保良 











                                                   
25 八重山語石垣方言の混合変化 ukiN（起きる）、弱変化 mi:N（見る）はシ中止形由来形式
に N を後接させたものであり、ukiruN（起きる）、mi:ruN（見る）はスル連体形由来形式































































































































相や numi miːɾu（飲んでみろ）、tubi miːɾʊ（飛んでみろ）などのもくろみ動詞や、sti fiːɾo
（捨ててくれ）、ʨi ̥ɕi ̥ fiːɾu（切ってくれ）などのやりもらい動詞をつくる要素となるなどの
用法もおなじである。 








29) ffaf naikʲata:çi: aɾaN aɕibi ui / aɕibʲu:i（暗くなるまで外で遊んでいる）。池間 
30) mainiʨi teɾebʲu: mi: jui（毎日テレビを見ている）。池間 
31) namaː aminudu ffi uɿ / fʲu:zɿ．（今、雨が降っている。）砂川 
32) nnamaː aminudu fjuː / ffjuː．（今は雨が降っている）。狩俣 
 
主体の変化結果の継続 
33) upuaminu f ̩fitʨidu pʲaːɾinu ʦɿʣɿkʲuː． 
（大雨が降って、日照りが続いている。）保良 
34) kaɾʲa: bʲu:ittidu kˢɿnu:nu kutu:ba baɕɕidu uɿ． 
（彼は酔って昨日のことは忘れている。）砂川 
35) ɡaba:aminu ffi: ntanu ka:ki jui． 
（彼は昨日のことは忘れている。）狩俣 
36) kaɾʲa: ksnunu kutu:ba: baɕɕi uɿ． 
（大雨が降って土が乾いている）池間 
37) bo:ɕu: utuɕiʨidu tuzɡa ikʲu:ta:． 
（帽子を落として取りに行っていた。）保良 
38) bututuzza jamakasa numi:du bju:i uta:． 
（おとといはたくさん飲んで酔っていた。）久貝 
39) ɕinɕi:ja biʑiɕitidu， ffanukja:ja tatɕi: uta:． 
                                                   
28 存在動詞 az（有る）のアリ中止形に uz を組み合わせた継続相の形式があり、話の瞬間に存在
した一時的な状態を表わす。 
maznu ama:tta ari uz．（米がたくさん有る。）島尻 



























41) kju:ja tubansuga ksno: tubi（今日は飛ばないが、昨日は飛んだ）。狩俣 
42) ksnumaidu iŋgaija iki（昨日も海へは行った）。狩俣 












 書いて 遊んで 起きて 降りて 洗って 似て 
首里方言 katʃa:i ʔaʃiba:i ʔukija:i ʔurija:i ʔaraja:i nija:i 
伊平屋方言 katʃe: ʔaʃine: ʔukije: ʔurije: ʔaraje: nije: 
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表 7 沖縄諸方言、宮古語、八重山語のアリ中止形 
 
44) ʔamaNdʒi ʔaʃine: hwa:．（向こうで遊んで来い。）伊平屋村我喜屋 
45) ʔutuhe: hu:．（落として来い。）伊是名村勢理客 
46) ʔwidʒe: watataN．（泳いで渡った。）伊是名村諸見 
47) bo:ʃi hauje: ʔattʃuN．（帽子をかぶって歩く。） 我喜屋 
 
48) ʔnaNma ʔaminu hujo:N．（今雨が降っている。）諸見 
49) ʔnama ʔami hujoN．（今雨が降っている。）島尻 













51) （通巻 176 巻）「とよむ 大きみや もゝしま そろへやり みおやせ。」（訳：名高い大
君は百島を揃えて差し上げよ。） 
52) （通巻 632 巻）「いと ぬきやり、 なわ ぬきやり、」（訳：糸を貫いて、縄を貫いて） 
 








平良方言 kaki: aspi: uki: uri: arai: ni: 












53) utudo: guɕi numiN（弟は酒を飲んでいる）。動作継続 
54) aQpa:ja me: uke:N（母はもう起きている）。変化結果の継続 
 
































56) mmaduɿnu tubittɕi， fa:duɿmai tubinja:n． 
（親鳥が飛んで、子鳥も飛んでしまった。）狩俣 
57) fnju: kugitti unu atu jukui． 
（船を漕いで、そのあと休め。）来間 
58) funʲu: kuɡittikaɾa jukui（船を漕いでから休め）。砂川 
59) fu ̥sɨzzu numitti pja:pja:ti nivvi（薬を飲んで早く寝ろ）。砂川 
 
保良方言 
保良方言のシテ中止形は、アリ中止形に ttɕi のついた形である。保良方言では tɕi:（手）、
tɕida（太陽）などのように他の下位方言で ti となるところが破擦音化して tɕi になるので、














































不規則変化／kɿ ̥ɕi ̥tti（来て）、 
 
来間方言 
来間方言のシテ中止形は、アリ中止形に tti のついた形である。 
 
強変化／tubitti（飛んで）、kuɡitti（漕いで）、iki ̥tti（行って）、utu ̥ɕi ̥ti（落として）、f ̩faɕi ̥tti
（切って）、ʨi ̥ɕitti（切って）、smaɾitti（縛って）、ffi ̥tti（降って）、idasi ̥ti（出して）、
vvitti（売って）、numitti（飲んで）、faitti（食って）、aspɿtti29（遊んで）、bˢuːitti
（酔って）aɾaitti（洗って）、kiɾitti（蹴って）、 




久貝方言のシテ中止形は、aspsɕi ̥ti（遊んで）、ukiɕi ̥ti（起きて）のようにアリ中止形に ɕi ̥ti
がついた形と、kugitti（漕いで）、uɾitti（降りて）のように tti のついた形が混在している30。
                                                   
29 他のシテ中止形と異なりシ中止形に tti がついた形になっている。確認が必要か。 










強変化／aspsɕi ̥ti（遊んで）、kugitti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、idaɕi ̥ti（出して）、
utaɕi ̥ti（落として）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、puriɕi ̥ti（掘って）、ki ̥ɕitti（切って）、sɿmaɾitti
（縛って）、vviɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被って）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、nivviɕi ̥ti（眠っ
て）、kaiɕi ̥ti（買って）、faiɕi ̥ti（食って）、bjuːiɕi ̥ti（酔って）、aɾaiɕi ̥ti（洗って）、andʑiɕi ̥ti
言って）、kiɾiti（蹴って）、snjiɕi ̥ti 死んで）、 
弱変化／ukiɕi ̥ti（起きて）、uɾitti（降りて）、uti ̥tti（落ちて）、sɿ ̥titti（捨てて）、fiːɕi ̥ti
（呉れて）、／miːɕi ̥ti（見て）、zʑiɕi ̥ti（得て）、biʑiɕi ̥ti（坐て）、kiɕiɕi ̥ti（着て）、 

















狩俣方言のシテ中止形も久貝方言のようにアリ中止形に ɕi ̥ti がついた形である。 
 
強変化／tubiɕi ̥ti 飛んで）、asbiɕi ̥ti（遊んで）、kugiɕi ̥ti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、
ikiɕi ̥ti（行って）、utaɕi ̥ti 落として）、idaɕiɕi ̥ti（出して）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、ffiɕɕi
（降って）、puriɕi ̥ti（掘って）、kiɕiɕi ̥ti（切って）、ʋʋʋiɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被っ
て）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、niʋʋiɕi ̥ti（眠って）、kaiɕi ̥ti（買って）、araiɕi ̥ti（洗って）、faiɕi ̥ti
（食って）、aʑʑiɕi ̥ti（言って）、snjiɕi ̥ti（死んで）、 
弱変化／ukiɕɕi（起きて）、uriɕi ̥ti（降りて）、utiɕi ̥ti（落ちて）、ɕitiɕi ̥ti（捨てて）、fiːɕi ̥ti


































強変化のシテ中止形は、子音語幹に語尾 itti や ittɕi が後接し、弱変化のシテ中止形は母音
語幹に tti や ttɕi が後接している。いずれもアリ中止形に tti や ttɕi がついた形である。 











































本永守靖（1973）「平良方言の動詞の活用」『琉球大学教育学部紀要』第 17 集第 1 部、pp 27
～41 
107
